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「
高
倉
さ
ん
と
コ
ブ
の
源
助
」は
、
新

作
の
民
話
で
あ
る
。
こ
の
民
話
を
昔
か

ら
の
伝
承
民
話
と
誤
解
し
た
人
も
多
い

の
で
、
そ
の
成
立
か
ら
現
在
に
至
る
経

過
を
説
明
す
る
。

①
昭
和
56（
１
９
８
１
）年
８
月
、
遠
賀

町
木
守
在
住
の
故
中
原
三
十
四
氏
が
、

新
作
民
話
集『
大
人
む
き
遠
賀
町
新
民

話
』を
20
部
限
定
の
手
製
本
で
発
行
し

た
。
そ
の
第
１
話
が「
こ
ぶ
の
源
助
」で

あ
る
。
非
常
に
面
白
く
て
、先
生
の
ユ
ー

モ
ア
が
偲し

の

ば
れ
る
内
容
で
あ
る
。
文
末

に
は
原げ

ん
き
ょ拠
と
し
た
史
料
の
釈し

ゃ
く
も
ん文
も
載
せ

て
い
る
。

②
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
４
月
頃
、「
新

岡
垣
風
土
記
」で
町
内
の
民
話
特
集
を

計
画
し
た
。
筆
者
は
、
コ
ブ
の
源
助
の

話
を
町
民
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
、
中

原
先
生
に
相
談
し
た
。
先
生
か
ら
、
紙

面
の
制
約
も
あ
る
か
ら
、
筆
者
が
新
作

す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
。

③
昭
和
63（
１
９
８
８
）年
５
月
、
広
報

お
か
が
き
第
286
号
の「
新
岡
垣
風
土
記
」

で
、
筆
者
新
作
の「
高
倉
さ
ん
と
コ
ブ

の
源
助
」を
掲け

い
さ
い載
し
た
。
記
事
の
文
末

に
、
参
考
引
用
文
献『
大
人
む
き
遠
賀

町
新
民
話
』（
中
原
三
十
四
著
）を
追
記

し
、
原
典
史
料
の
説
明
も
行
っ
て
い
る
。

④
そ
の
後
、
民
話「
高
倉
さ
ん
と
コ
ブ

の
源
助
」は『
岡
垣
町
伝
承
民
話
集
』（
神

谷
虎
雄
著
）と
岡
垣
町
伝
承
民
話
集『
む

か
し
ば
な
し
』（
岡
垣
町
教
育
委
員
会
発

行
）に
収
載
さ
れ
た
が
、
筆
者
の
追
記

部
分
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
両
書
が
伝
承
民
話
集
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
に
誤
解
を
与
え

今
日
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
民
話
の
原
典
史
料
は
、

海
妻
甘
蔵
が
著
し
た『
己こ

ひ
ゃ
く
さ
い

百
斎
雑
録
』で

あ
る
。

　

海
妻
甘
蔵
は
、
福
岡
藩
士
で
藩
校

甘か
ん
と
う
か
ん

棠
館
の
教
授
を
務
め
た
。
そ
の
後
、

岡
垣
町
吉
木
に
移
住
し
、
吉
木
小
学
校

前
の
廃
寺
で
私
塾
己
百
斎
を
開
き
、
近

郷
の
青
少
年
を
教
育
し
た
。
高
齢
と

な
っ
た
甘
蔵
は
、
福
岡
へ
帰
り『
己
百

斎
雑
録
』を
著
す
の
で
あ
る
。

　

同
書
に
は
、
岡
垣
の
産
物
や
人
物
の

記
事
も
あ
る
が
、
今
回
は
民
話
に
関
す

る
部
分
を
紹
介
す
る
。

　

筑
前
遠
賀
郡
尾
崎
村
民
源
助
、
耳
の

下
に
瘤こ

ぶ

を
生
ず
。
忽た

ち
ま
ち
太
り
て
米
二
升

を
入
る
べ
き
袋
の
如
し
、
医
も
治
療
を

難
ん
ず
。
源
助
思
へ
ら
く
、
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
に

頼
る
外
な
し
と
身
を
清
め
、
二
里
外
な

る
高
倉
神
社（
日
本
書
紀
に
出
た
る
大

倉
主
・
菟
夫
羅
の
旧
社
也
）に
詣
で
、

満
十
二
ヶ
月
日
参
を
期
し
、
瘤
の
治ち

ゆ癒

を
祈
る
。
既
に
八
九
ヶ
月
を
経
る
に
寸

験
な
し
。
他
人
或
は
笑
ひ
、
或
は
嘲あ

ざ
け
り

曰
く
、
高
倉
は
神
な
り
、
鬼
に
非
ず
、

争い
か
でか
瘤
を
取
ら
ん
。
源
助
こ
れ
を
耳
に

入
れ
ず
、
毎
朝
参
詣
怠
り
な
し
。
或
夜
、

瘤
癒
ゆ
と
夢
む
、
覚
る
に
元
の
ま
ま
な

り
。
源
助
心
を
痛
め
、
猶
も
斯
く
の
如

く
翌
朝
参
詣
す
。
帰
路
、
社
壇
石
段
の

半
に
し
て
、
耳
の
下
忽た

ち
まち
寒
涼
を
覚
ゆ
。

石
段
を
全
く
下
り
井
の
側
に
至
る
。
即

ち
、
瘤
潰
れ
水
計
夥お

び
た
だし

く
発は

つ
ろ漏

し
、
瘤

は
治
し
た
り
。
是
れ
実
に
文
政
十
年
丁

亥
な
り
。
源
助
深
く
感
じ
社
司
に
上
申

し
身
を
そ
そ
ぎ
参
拝
し
、
以
後
毎
月
其

日
を
定
め
て
寸
志
社
頭
を
掃
除
す
。
社

地
甚
だ
広
し
、
掃
除
を
慎
密
に
勉
む
。

高
倉
村
庄
屋
波
田
幸
次
郎
よ
り
社
司
と

議
り
、
社し

ゃ
け
は
ん

家
判
に
加
へ
注し

め
な
わ連
係
と
す
。

嘉
永
の
末
ま
で
高
齢
の
身
を
以
て
勉
む

と
、
高
倉
記
録
に
見
ゆ
。

　

尾
崎
村
は
、
現
在
の
遠
賀
町
大
字
尾

崎
で
あ
る
。

　
源
助
は
、
文
政
10（
１
８
２
７
）年
か

ら
20
年
以
上
清
掃
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
労
に
報
い
る
た
め
、
庄
屋
や
宮
司

が
郡
役
所
に
働
き
掛
け
て
社
家
判（
神

社
戸
籍
）に
編
入
さ
せ
、
源
助
に
種
々
の

恩
恵
を
与
え
て
庇
護
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り

古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
　
　
―
高
倉
さ
ん
と
コ
ブ
の
源
助
―
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▲岡垣町伝承民話集「むかしばなし」より転載
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